
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月９日 文責 岡田 
 

No.39 

 

令和６年が幕を開けました。みなさま、あけましておめでとうございます。当時の菅官房長官が「令和」と
書かれた額縁を掲げてから、間もなく５年となるということですね。なんとも月日のたつのは早いものだと感
じるとともに、あらためて時間を大切にしていかなければとも思います。 
さて、みなさんにとっての２０２４年の幕開けはいかがなものだったでしょうか。それぞれの思いとともに始
まった今年ではありますが、今一度２学期終業式でお話したことに立ち戻って、この３学期をスタートしてほ
しいと思います。司書の永岡さんが掲示してくれた１２月９日の朝日新聞天声人語を紹介しましたが、覚え
ていますか？あらためて掲載いたしますので、保護者、地域のみなさまもぜひご覧ください。 

令和 5年度 
「心の輪を広げる体験作文」より 

新年あけましておめでとうございます。 
 

群
馬
県
に
あ
る
伊
香
保
温
泉
で
の
話
で

あ
る
。
１
９
９
０
年
代
の
こ
と
だ
。
一
軒

の
旅
館
で
、
大
浴
場
に
い
た
宿
泊
客
が
大

声
で
怒
鳴
り
な
が
ら
、
苦
情
を
訴
え
て
い

た
。
障
が
い
者
の
客
が
お
風
呂
場
を
汚
し

た
か
ら
だ
っ
た
。「
す
み
ま
せ
ん
。
す
み
ま

せ
ん
。」
女
将
だ
っ
た
松
本
和
子
さ
ん
は
、

何
度
も
頭
を
下
げ
、
謝
っ
た
。
そ
れ
で
も

客
の
怒
り
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
つ
い
に

は
障
が
い
者
の
宿
泊
が
悪
い
か
の
よ
う
な

こ
と
も
口
に
し
た
。
女
将
は
た
ま
り
か
ね

て
こ
う
い
っ
た
。「
お
客
さ
ん
が
別
の
旅
館

に
行
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
こ
の
人
た

ち
は
う
ち
に
し
か
来
ら
れ
な
い
ん
で
す

よ
」
確
か
に
当
時
、
車
い
す
用
の
設
備
を

整
え
、
障
が
い
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
る
宿
は
少
な
か
っ
た
。
そ
ば
に
い
た

娘
の
由
起
さ
ん
は
思
っ
た
。
乱
暴
な
言
い

方
だ
け
ど
母
は
間
違
っ
て
い
な
い
。「
あ
っ

ぱ
れ
、
う
ち
は
そ
う
い
う
旅
館
な
ん
だ
」 

そ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
が
過
ぎ
、
旅
館

の
女
将
は
今
、
由
起
さ
ん
が
継
い
で
い
る
。

彼
女
が
目
指
す
の
は
、
徹
底
し
て
「
旅
行

弱
者
」
に
寄
り
添
う
旅
館
だ
。
障
が
い
者

や
幼
児
を
連
れ
た
家
族
客
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
宿
を
理
想
と
す
る
。
そ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
の
試
み
が
地
元
で
注
目
さ
れ

て
い
る
。
先
代
女
将
の
和
子
さ
ん
に
尋
ね

て
み
た
。「
な
ぜ
あ
の
時
、
あ
ん
な
こ
と
を

言
っ
た
の
で
す
か
」
和
子
さ
ん
は
言
い
よ

ど
ん
で
い
た
が
、
や
が
て
ぽ
つ
り
と
言
っ

た
。
中
学
の
時
、
小
児
ま
ひ
の
仲
良
し
の

友
達
が
い
た
こ
と
、
そ
の
子
が
悲
し
い
思

い
を
し
て
い
た
こ
と
…
。 

「
で
も
ね
、
そ
う
い
う
世
の
中
じ
ゃ
い

け
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
」
和
子
さ
ん

は
穏
や
か
に
語
っ
た
。
窓
の
外
で
は
、
上

州
の
連
山
が
悠
々
た
る
姿
を
見
せ
て
い

た
。 

終業式では、亀山中学校もこの旅館のような場所でありたいと話
しました。文中には旅行弱者という言葉が出てきますが、似た言葉に
「社会的弱者」というのがあります。それはその人たちに原因がある
んじゃなくて、社会の制度やしくみ、環境、人々の考え方が、未熟であ
ったり、不十分であったりすることが原因で、弱者にしてしまってい
る、生きづらく感じさせているんじゃないかなと話しました。社会の環
境や考え方が変わることで、誰もが住みやすいまち、学校を作って
いきたいものです。 

朝日新聞 「天声人語」 ２０２３．１２．９ より 

せっかくなので、もうひとつ作文を紹介します。内閣府が障害者週
間の取り組みの一つとして募集した「心の輪を広げる体験作文」で
中学生区分最優秀賞を受賞した小田莉子さんの作文です。（次頁） 
自らの「発達障がい」を題材に、自らの苦悩をつづり、見た目で
はわからない障がいに対する理解を求めた作品です。身の回りを
見渡せば、周囲の人々や社会の考え方、やさしさで、“生きづらさ”
が少なくなる人はたくさんいます。松本和子さんの温泉旅館のよう
な弱者に寄り添う亀山中学校をつくりませんか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全部理解して欲しいと思いません。しかし、知って欲しいです。 

氷川町及び八代市中学校組合立氷川中学校 二年 小田 莉子  

 

「何でお前笑っているの。ヤバッ。」や「授業中にそれ（足が動いてしまう）止めてくれない。集中できないか

ら。」など言われたことがあります。直す努力をしていますが、今ひとつ空気を読むことが苦手です。また、体

のどこかが自然と動きます。他にも、人とは違った感覚があり、よく指摘を受けます。 

 学習では、国語と数学が他の教科よりも分かりません。運動も、言われた通りに動かそうとしても思うよう

に動かせず、姿勢も悪いです。それに大きな音が嫌で、特に花火の音や運動会のピストルの音、爆竹の音

が異常に怖くてしかたがありません。 

 私は、保育園の頃からいろいろと言われてきましたが、年齢が上がるに連れて周りから厳しい言葉をかけ

られることが増えました。自分を守ろうとして言葉や態度が悪くなってきたと思います。同時に自分も責める

ようになり「私なんか必要か？」と思うことも。 

 いわゆる、私は「発達障がい」です。「自閉症スペクトラム症」と診断されました。他にも「注意欠如・多動

症」「学習障害」「発達性協調運動症」の疑いもあります。たくさんの障がいをもって生まれたことに、「かわ

いそう。」と思う人も多いかもしれません。 

 できない私を、ゆっくりと成長する私を、母は理解してくれています。だからと言って、他のお母さんのように

優しい言葉でなぐさめたり、甘やかしたりしません。「人のことをとやかく言う前に、自分はどうなの？」や

「自分がどう生きたいのかしっかり自分で考えなさい。」と言うような母です。ただ、私にだけ厳しくしている

わけではなく、弟にも同じです。また、母の仕事で関わった人たちも同様のようです。それに、母自身も自分

に厳しい人です。でも、人には親身になって手を差し伸べる人です。母をしたう人にとって、表面上の優しい

言葉よりも、実際に行動する母の姿を見ているので、厳しさの裏に込められた愛情を感じます。私も成長し

たのか今ではそれを、感じます。弟は、まだのようです。 

 私の母は、学校の先生をしています。音楽の先生から、特別支援学級の先生をするようになりました。きっ

と私がきっかけです。 

 家では、よく勉強したり生徒やその家族についての支援方法を考えたりしています。そして、保護者の方に

「迷惑をかけますと言わないでください。迷惑だと思っていませんよ。私も同じ悩みを持つ同士、一緒に頑

張っていきましょうね。」のような言葉を伝えています。逆に、私のことになると「ご迷惑をおかけしてすみま

せん。」と言っています。そのせいか、二つの立場で板挟みのようになると、「特性は個性だとわかってもらえ

ないのか」と、愚痴をこぼす母がいます。私のような人にとって、母のような存在は、救われます。 

 私のことを全部理解して欲しいとは、思いません。しかし、見た目で分からない障がいがあることを知って

欲しいです。治療をして軽減できても、治るものではありません。どんなに一生懸命に頑張っても悔しいで

すがすぐに成果は出ません。だからと言って、特別扱いをして欲しいのではありません。具体的に教えて欲

しだけです。何がだめだったのか振り返りながら直す努力をしていきます。冷たい言い方や軽蔑するような

言い方にも慣れていますが、やはり傷つきます。そして、防衛本能が働くのか、反抗的になってしまいます。 

 障がいの有無に関わらず、一人ひとりの個性を自分のものさしで否定したり、皆と同じよう考えを押し付

けたりするのは違います。花がそれぞれ色と形に特徴があるように、個性にも特徴があります。カラフルに咲

き乱れる花が綺麗なように、カラフルを認め合える世界も、きっと綺麗なはずです。バリアを外した、その様

な世界に興味をもってみませんか。 

 

 

 


